
○○教教育育職職員員免免許許状状のの取取得得ににつついいてて  
 教員になるためには，教育職員免許法及び教育職員免許法施行規則に定められている所定の単位を修

得し，希望する教科の免許状を取得する必要があります。 

 

１１．．教教育育職職員員免免許許状状（（工工業業））のの単単位位修修得得方方法法【【第第一一，，二二，，三三，，四四類類】】  

 

（ア）  本学部の学生は，教育職員免許法施行規則第５条備考第６号の規定により，下記の要件を満

たしていれば，卒業と同時に高等学校教諭一種免許状（工業）を取得することができます。 

 ・所定の教養教育科目（イ）の単位を修得すること。 

 ・教科に関する専門的事項に関する科目（ウ）から５７単位を修得すること。 

 ・教科に関する専門的事項に関する科目「職業指導」２単位を修得すること。 

 

（イ）  教養教育科目 

   次の表に掲げる科目の中から日本国憲法２単位，体育２単位，外国語コミュニケーション２単位，

情報機器の操作２単位を修得してください。 

免許法施行規則に定める科目 本 学 の 該 当 授 業 科 目 

日本国憲法 日本国憲法 

体育 
健康スポーツ科学，スポーツ実習Ａ，スポーツ実習Ｂ， 

スポーツ演習 

外国語コミュニケーション 
コミュニケーションⅠＡ，コミュニケーションⅠＢ， 

コミュニケーションⅡＡ，コミュニケーションⅡＢ 

数理、データ活用及び人工知能

に関する科目又は情報機器の

操作 

情報・データ科学入門 

 

（ウ）  教科に関する専門的事項に関する科目（工業の関係科目） 

   所属する類の下記に該当する専門教育科目（○印の付いている科目は必修科目） 

第一類 

○機械・輸送工学概論 工学プログラミング応用 運動学基礎 材料強度学 

○技術英語演習 設計製図 弾性力学 材料科学 

材料力学Ⅰ ＣＡＤ リモートセンシング 流体力学Ⅱ 

機械力学Ⅰ 材料力学Ⅱ 大規模システム計画学 熱力学Ⅱ 

熱力学Ⅰ 機械加工学 粘性流体と乱流の力学 伝熱学Ⅰ 

流体力学Ⅰ 要素設計 数理最適化 燃焼工学 

制御工学Ⅰ 制御工学Ⅱ 統計熱力学 内燃機関 

機械材料概論 生産システム 計測工学  

基礎材料加工学 輸送流体力学 計測信号処理   

計算機プログラミング 構造力学 機械材料Ⅰ   

 

第二類 

○エネルギーと情報システム概論 電気電子計測 計測制御演習 熱・統計力学 

○技術英語演習 過渡現象論 生体電気工学 固体物性論 

回路理論Ⅰ 回路理論Ⅱ ロボット工学 ナノテクノロジー 

電気工学基礎実験Ⅰ 電子回路 数理計画法 固体電子工学 

電気工学基礎実験Ⅱ 電気回路演習 シミュレーション工学 半導体デバイス工学 

電気電子システム工学実験Ⅰ エネルギー発生・変換 システム計画管理演習 光半導体素子工学 

電気電子システム工学実験Ⅱ 電力システム基礎 意思決定論 論理システム設計 

電気磁気学Ⅰ 電力システム工学 生産管理論 ＣＭＯＳ論理回路設計 

電気磁気学Ⅱ パワエレ電動機制御 社会システム工学 半導体プロセス工学 

電気磁気学演習Ⅰ システム制御Ⅰ 電磁波伝送工学 ＣＭＯＳ集積化設計工学 

電気磁気学演習Ⅱ システム制御Ⅱ 電子物性基礎   

半導体デバイス・回路基礎 信号処理工学 量子力学   
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第三類 

○基礎工業概論 電気化学 酵素化学 粉体工学 

○技術英語演習 固体化学 生物工学討論 化学工程設計 

化学工学量論 錯体化学 食品プロセス工学Ⅰ 材料力学 

分析化学 無機工業化学 食品プロセス工学Ⅱ 化学工学演習Ⅱ 

化学工学演習Ⅰ 高分子工業化学 発酵プロセス工学Ⅰ 化学工学演習Ⅲ 

グリーンテクノロジー 再資源工学 発酵プロセス工学Ⅱ 化工数学 

基礎生命科学 有機構造解析 発酵プロセス工学Ⅲ 材料科学 

基礎化学工学 生物工学実験Ⅰ 微生物学Ⅰ プロセス制御工学 

化学実験Ⅰ 生物工学実験Ⅱ 化学工学実験 数値計算法 

化学実験Ⅱ 遺伝子・タンパク質工学 化学装置設計・実習 化学プロセスと工学倫理 

量子化学Ⅱ 糖鎖・免疫工学 流動論 化学工業プロセス 

高分子合成化学 発酵工学 伝熱論 環境科学基礎論 

専門有機化学Ⅳ 応用生物工学 物質移動論 培養技術論 

量子化学Ⅲ 生物化学Ⅲ 化学工学熱力学 情報分子生物学 

反応速度論 微生物学Ⅱ 化学工学熱力学演習 技術と倫理 

触媒化学 分子生物学Ⅰ 反応工学   

 

第四類 

○まちのかたちとくらし 建築構造力学Ⅱ 建築環境学演習 社会基盤プロジェクトマネジメント 

※科学技術英語演習 建築行政 建築コンピュータ工学 構造解析法 

※技術英語演習 建築計画Ⅰ 鋼構造設計基礎 耐震構造 

土木計算アルゴリズム演習 学外実習 建築図学 建築構造設計 

材料力学 材料力学演習 エネルギー原理と構造解析 建築施工 

建設材料学 構造力学演習 鉄筋コンクリート構造・演習 建築防災 

流体力学 流体力学演習 地盤工学 鋼構造設計法 

大気質と水質の環境化学 土質力学演習 防災・減災学 建築史Ⅱ 

測量学・実習 社会基盤環境工学実験 橋梁と耐震 建築計画Ⅱ 

構造力学 建築材料実験 コンクリートの環境化学 建築設備Ⅰ 

水理学 建築一般構造 環境水理学 建築設備Ⅱ 

コンクリート工学 建築物振動論 河川工学 建築設計製図Ⅲ 

土質力学 鉄筋コンクリート構造 海岸工学 建築設計製図Ⅳ 

社会基盤計画学 地盤・建築基礎構造 水文・水資源工学 都市環境論 

建築材料 建築史Ⅰ 環境保全論 平和都市・建築論 

建築設計製図Ⅰ 都市計画 上下水道工学・演習 建築生産マネジメント 

建築設計製図Ⅱ 建築環境学Ⅰ 都市・地域計画学  

建築構造力学Ⅰ 建築環境学Ⅱ 社会基盤環境工学ゼミ   

※いずれかを選択必修とする。 
 
◎教育職員免許状（工業）取得のための必修科目（工学部開講）                                               

授業科目 
単
位
数 

毎 週 授 業 時 数 
備        考 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 

前 後 前 後 前 後 前 後 

職 業 指 導 ２       ２  

教育職員免許状「工業」 
取得のための必修科目 
（教科に関する専門的事

項に関する科目） 
※ 上記は，教育職員免許法に定められた，教育職員免許状を取得するのに必要な授業科目です。 

   注：「職業指導」は，卒業要件単位数には含まれません。 
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２２．．免免許許状状授授与与のの申申請請手手続続  

 

免許法第５条第１項の規定による免許状の授与については，工学系総括支援室（工学部担当）で書

類を取りまとめの上，一括申請します。申請時期は１０月頃で，詳細については掲示等でお知らせし

ます。 

なお，申請時に必要な書類等は以下のとおりです。 

  ① 教育職員免許状授与願 …所定の用紙 

  ② 学力に関する証明書  …工学系総括支援室（工学部担当）で作成する 

  ③ 手数料振込証明書   …３，４００円（１１月末頃に納付書を配付し，学生個人で銀行振込） 

      ※ 書類等は，授与を申請する免許状の種類ごとに必要です。 

 

  書類等の提出が遅れた場合又は卒業後に免許状の授与を希望する場合は，個人で直接教育委員会へ

申請してもらうことになりますので，注意してください。 

  免許状の取得及びこれに係わる授業科目の修得方法について，不明な点があれば，工学系総括支援

室（工学部担当）へ問い合わせてください。 
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